
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１５日、レイボックホールにて全支部・全分会代表者会議を開催し、申９号「２０

２３年度賃金引上げ等に関する申し入れ」について報告を行い、緊急にも関わらず

各支部・分会から多くの仲間が結集しました。 

集会では、この間の交渉経過と前日出された会社回答について本部より報告を

頂き、職場の苦闘を最先頭で訴える一方、スタンスを変えず要求から乖離した回答

を繰り返す一方的な会社姿勢が明らかになりました。 

参加者からは、一定額の回答だったが根拠が示されず、回答が要求から大きく乖

離している事、上位職加算による格差拡大、定昇カット分や第二基本給廃止等に対

し具体的回答が無い事などに対する職場の怒りが数多く出されました。 

また、数字に騙されず会社の狙いや経営姿勢の問題点を見抜いていく視点や、

職場集会や総対話行動を創り出した実践と今後に向けた決意も語られました。 

そして、引き続き職場の苦闘や怒りの声を発信してたたかいを継続すると共に、

各所で発生している懲罰的日勤教育や労使議論を無視した異常な人事運用、コン

プライアンス違反や不当労働行為等、不誠実な会社姿勢と攻撃を許さず、要求実現

と安心して働ける職場の実現に向け全力でたたかうことを意思統一しました。 

OMIYA NEWS 
No.１７３ ２０２３年３月１６日 ＪＲ東労組大宮地本 


